
令和７年　第２回　肝付町議会一般質問

順位 質　問　者 答弁者 用　　　　件　　(　要　旨　)

１ 松元　健作 町　長 １． 住宅確保要配慮者への支援強化と住宅セーフティー
ネット法の改正を踏まえた今後の対応について

(1)

・ 本町における住宅確保要配慮者の現状と課題につい
て

・ 賃貸住宅、入居支援の現状と今後の方針について

(2) 住居支援協議会と地域連携について

・ 住居支援協議会の設置状況、構成、活動内容につい
て

・ 住居支援法人との連携体制及び家主、不動産業者へ
の対応について

(3) 福祉と住宅の一体的な支援体制の構築について

・ 福祉部門と住宅部門の連携の現状について

・ 今後の包括的な支援体制の強化策について

２ 富永　洋一 町　長 １． 第４次行政改革大綱の進捗状況を問う

(1) 第４次行政改革大綱では、令和４年度から令和８年
度までとなっている。来年、８年度が最終となって
いるが、令和７年３月までの進捗状況は。

(2) 基本方針について、どのような取り組みを行ってき
たか。

町　長 ２． 農業振興センターの事業について問う

(1) ピーマンの養液栽培についての将来性は。

住宅確保要配慮者の支援体制について



令和７年　第２回　肝付町議会一般質問

順位 質　問　者 答弁者 用　　　　件　　(　要　旨　)

３ 益山　二郎 町　長 １． 未利用農地及び耕作放棄地について

(1) 年々、未利用農地や耕作放棄地（以後、未利用農地
等とする）が、増えてきているように感じる。
本町の農地において、その割合はどの程度であるの
か。又、年度毎の増減はどのように推移しているの
か。

(2) 未利用農地等に繁る雑草や樹木などで隣接する農地
に作業の妨げや通行できなくなったりし、又、雑草
の種子が入り込んだりするなど、多大な迷惑をかけ
ているように感じる。
町は未利用農地所有者に対して、どの様な指導を行
い、改善に向けて促しているのか。実数と実例を問
う。

(3) このままだと、少子高齢化の中、荒れた農地が増え
てくるのは必然に思える。
町はどの様に対処されるつもりなのか。

(4) 畑かん事業が導入された農地でも、同様な事例が見
受けられる。補助事業の関係で目的外には使用でき
ず、手がつけられなっくなっているが、町は実態を
調査し、国・県に対し柔軟に対応するよう協議する
べきではないか。

町　長 ２． 有害鳥獣対策について

(1) 前述の未利用農地等の増加の一因として、イノシシ
等有害鳥獣の被害も一因であると考える。
本町において、年毎の損害の推移と対策は。

(2) 猟友会による駆除が行われている。猟期内の駆除
は、特別な理由がない場合以外は、報償金は支給さ
れない事になっている。
個体の全体数を減少に向かわすには、この規制を見
直すべきではないか。

(3) 町内各地で被害が増えているが、町内においても、
活動地域に制限があるため、支障があると聞く。
農地保全や農産物保護のため、この地域制限は見直
すべきであり、町は指導・助言すべきではないか。
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